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師走になりました。吹く風が冷たく、本格的な冬の到来を感じます。
日頃より、本校の教育活動にご理解いただきまして心より御礼申し上げます。コロナ禍という

例年にない状況下ではありますが、皆様の御理解をいただきながら相談活動を続けております。
今後とも、御理解・御協力いただけますよう、よろしくお願いいたします。
なお、これまでお知らせさせていただいている通り、本年度は、例年通りの育児教室の開催が

難しくなっております。そのため、見えない・見えにくいお子さんの子育てに関する情報の提供
を、本誌上により行います。今号では、昨年度までの育児教室で、講師・助言者の方々からのコ
メントより、キーワードをいくつかあげてみたいと思います。どうぞ、参考になさってください。

（文責：丹羽弘子）

★ 個別相談は、事前予約制とさせていただきます。1回の相談時間は1時間です。御希望に応じて、
視機能や発達に関する評価も実施いたします。

★ グループ相談については、密を避けるために、1回につき3組の親子までの定員制とさせてい

ただきます。前週の金曜から前日の木曜までに事前の御連絡をお願いいたします。参加親子が3組

を超えた場合は、先着順とさせていただきます。

★ 御来校の際には、御自宅での検温（親子とも）、マスクの着用（保護者の方は必ず・お子さ
んはできる限り）をお願いいたします。幼稚部保育室、幼稚部前庭以外の場所への移動は、原則
お控えください(校内見学の御希望については御相談ください）。

見えない・見えにくいお子さんを育てている保護者の方へ
～育児教室の講師・助言者の方々からのメッセージ～

〈体験を重ねることの大切さ・・・例えば、お手伝い〉（本校職員・全盲）

視覚障害があると、見て学ぶことが難しいため、小さな頃から様々な体験の機会を作ってあげてく

ださい。

例えば、お手伝いも貴重な体験です。おぼん運びの思い出です。おぼんが傾いてしまった時、周り

の大人から「斜めになっているよ、まっすぐに」と言われました。そう言われても、その「まっす

ぐ」ということが、よくわからない。ですが、練習していく中で、「これがまっすぐ（床と並行に）

持つということなんだ」と、実感としてわかるようになりました。体験を通して、平衡感覚を身に付

けることができた私のエピソードです。



期日 曜日 内容 場所 ひとこと

12月4日 金
みんなで
あそぼう

幼稚部リズム室
室内遊具で遊びましょう。／好きな遊び
を見つけましょう。

12月11日 金

12月18日 金
わた
あそび

幼稚部教室
わたの感触を味わってみましょう。／手
を使ってみましょう。

12月25日 金

学校の都合でお休みです。申し訳ございません。

学校の都合でお休みです。申し訳ございません。

【連絡先】 東京都立葛飾盲学校 tel：03-3604-6435 fax:03-3602-9096

担当：丹羽（にわ）弘子

1２月のグループ相談の活動内容を以下のように計画しております。時間は、午前１０時から１１時半で

す。内容は、施設、素材、天候などによって、変更することもありますので、御了承ください。

グループ相談（いちご組）

〈挨拶のできる子に〉（弱視のお子さんを育てたお父さん）

子供には近所の方に会ったら、自分から挨拶をするようにしつけました。社会性を身に付けるという
こともありましたが、近所の方にうちの子どもについて知っておいてもらいたいと思ったからです。何
かあった時、我が子がお世話になるかもしれない、そんな気持ちから御近所の方とのつながりを大切に
しました。

〈母が私に求めたこと〉（長年、盲学校幼稚部に勤務されていた先生・弱視）

私は、通常の学級に通っていました。そんな私に母は、みんなと同じように「はやく」「たくさん」

できることを望みました。でも、今思えば、母が私に頑張らせるべきことは、「はやく」「たくさん」

ではなかったのではないかと思います。見えにくい私が、他の友達と同じように「はやく」「たくさ

ん」と焦れば、作業は当然雑になり、間違いも多くなります。でも、「はやく」「たくさん」はできな

い私も「丁寧に」「正確に」行うことはできたはずなのです。なので、母が私に頑張らせるべきだった

ことは「はやく」「たくさん」行うことではなく「丁寧に」「正確に」行うだったのです。
みなさんのお子さんも、同じです。「はやく」「たくさん」行うことではなく、数は少なくても「丁

寧に「正確に」できることを目指して、それを認めて、たくさん誉めてあげてください。

〈母を恨んだことはありません〉（本校職員（当時）・全盲）

お母さま方の中には、お子さんの障害について、後ろめたさを感じている方がいるかもしれません。
でも、子供の立場からお話します。私は、自分の目の障害を母のせいだと思ったことも、母を恨むよう
な気持ちをもったことも、一度もありません。母への気持ちは「ありがとう」だけです。お子さんはお
母さまが大好きです。どうぞ、前向きに、お子さんに向き合って、たくさん愛してあげてください。


